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平成２１年度 那須烏山市予算の概要 
Ⅰ 予算編成にあたって 

 本市の財政状況は、市債残高が増嵩するとともに経常収支比率が高率に推移するなど、

財政の硬直化が進んでいます。歳入については、100 年に一度といわれる危機的な世界

経済金融情勢を受け、根幹である市税収入が減収し、国・県補助金の縮減・廃止などに

より歳入確保が一層厳しい状況にあります。一方、歳出については、財政出動により生

活支援及び企業等支援のための緊急経済対策事業を実施するとともに、市債の償還金、

少子高齢化社会の進展による扶助費、医療費の増加に伴う国民健康保険や介護保険等の

特別会計への多額の繰出金などが見込まれることから、従来にも増して厳しい財政運営

が続くものと予測されます。 
 このような中で、市民福祉の向上と公平で安心な行政サービスを維持するためには、

財政構造改革のための財政健全化を最重点課題とし、また、新たな行政需要に対応する

など、機動的かつ柔軟な対応を図り、簡素で効率的な行財政運営に取り組むことが求め

られています。 
 このことから、平成２１年度の予算編成に当たっては、「那須烏山市総合計画」に基

づき、「ひかり輝くまちづくり」の実現を目指し、この計画に掲げる施策を着実に推進

するために、歳出・歳入全般にわたり徹底した見直しを行い、限られた財源の効果的・

効率的な活用に努めることに留意し編成しました。 
 

Ⅱ 予算概要 

 
平成２１年度の那須烏山市一般会計予算額は１１４億７，０００万円で、前年

度と比較すると４億８，２００万円、４．４％の増となりました。なお、公的資

金の繰上げ償還に伴う借換債７，０４０万円を除いた実質的な伸び率は３．７％

となります。 
 
□予算の特徴 
緊急経済対策事業と総合計画の実現に向けた、積極的予算である。 
①緊急経済対策事業の実施 
②学校耐震化対策の推進 
③合併特例債及び道整備交付金事業の推進 
④子育て支援、高齢者及び障がい者福祉の充実 
⑤教育の充実 
⑥定住促進及び企業誘致の推進  

  



また、一般会計と８つの特別会計の総額は１７９億４，３６０万円となり、前年度と

比較すると１億５，７５０万円、０．９％の増となりました。 
 ８つの特別会計の予算総額は６４億７，３６０万円となり、４．８％の減となります。

主なものでは、国民健康保険特別会計（事業勘定）が３３億５２０万円で２，１００万

円、０．６％の増、老人保健特別会計が３５０万円の９８．９％の減、それに変わる後

期高齢者医療特別会計は２億６，６１０万円、１２．７％減となっています。簡易水道

特別会計は２億２，４６０万円で、繰上償還件数の減に伴い８，８９０万円、２８．４％

の大幅な減となっています。 
 

Ⅲ 一般会計歳入予算について 

 歳入の主な項目については、市税は、個人・法人市民税が７，３２１万８千円、５．

０％の減、及び固定資産税・タバコ税を中心に大幅の減額を見込み、前年度比９，０７

２万３千円、３．０%減の２９億８，２２７万３千円を計上しました。 
地方譲与税においても、新たに地方揮発油譲与税が加わりましたが、自動車重量譲与

税及び地方道路譲与税ともに減額を見込み１億４，４００万円といたしました。また、

地方消費税交付金も１，７００万円、６．２％減の２億５，６００万円を計上いたしま

した。 
地方交付税は、実質的な地方交付税の総額が前年度以上を確保できたことなどを精査

し、前年度と比べ１億１，０００万円、２．９％増の３８億５，０００万円を計上いた

しました。 
一方、国庫支出金は主に、学校耐震化対策事業実施に伴う公立学校施設整備費補助金

８，９５０万４千円及び地域ＩＣＴ利活用モデル構築事業委託金５，０００万円の新規

計上などにより、前年度より１億６，３８９万６千円の大幅な増加となりました。県支

出金は、主に保険基盤安定負担金及び林業費補助金の増により３，０９７万３千円増と

なりました。 
繰入金（基金）については、財源不足分を財政調整基金、市有施設整備基金等から繰

入れることとし、前年度と比べ６，３３９万円増の４億９，１３９万円を計上しました。 
市債は、前年度より２億５，８７０万円多い１５億５，５５０万円で、その要因は小・

中学校体育館耐震化対策事業３億８，７４０万円が新たに加わったことや、実施計画に

基づく市道整備事業等に伴う合併特例債９億３，７００万円の発行によるものです。 
 

Ⅳ 一般会計歳出予算について 

本年度の歳出予算は、緊急経済対策事業を最重点施策とし、併せて行財政改革の計画

実行を断行するとともに、総合計画の実現にむけ選択と集中により、諸施策を推進する

こととしました。 

  



総務費は、前年度と比べ９，２１５万１千円（８．３％）の増となっています。これ

は、職員の退職等に伴う職員人件費の減を見込んだものの、新たに地域ＩＣＴ利活用モ

デル事業の導入、市ホームページリニューアル事業、市有財産管理整備事業、衆議院議

員選挙及び那須烏山市長選挙費によるものです。 
民生費は、２，６９６万６千円（０．９％）増の２９億３，７５６万７千円と予算総

額の２５．６％になっています。これは、子育て支援、母子福祉、児童手当給付や私立

保育園施設運営委託事業のほか、後期高齢者医療制度事業・老人保健及び国民健康保険

特別会計繰出金が増減したことや、旧野上小学校への向田保育園移設整備事業が完了し

たことによるものです。 
衛生費は、４，７７６万６千円（３．４％）の減となっています。主な要因は、母子

健診事業や予防事業は増額したものの、水道会計への繰出金及び環境衛生費（塵芥収集

処理費）に係る広域行政負担金の減を見込んだことによるものです。 
農林水産業費は、前年度と比べ７，２０５万円（１９．９％）増の４億３，４２５万

５千円となっています。これは、緊急経済対策事業の農・林業支援対策事業や強い農業

づくり事業など新たな事業が加わったことのよるものです。 
商工費は、３，５２７万６千円（１３．７％）の増となっております。これは緊急経

済対策事業による中小企業への支援や新事業創出事業を強化したものです。 
土木費は、４０６万２千円（０．３％）減の１３億３，６６３万１千円とほぼ前年度

と同額になっていますが、これは道整備交付金及び合併特例債を活用した道路整備事業

を年次計画で重点的に実施しているものです。 
消防費は、９６２万６千円（１．６％）減となっています。これは消防自動車及び小

型ポンプの更新や、防火水槽築造工事等の事業規模の減少によるものです。 
教育費は、前年度と比べ４億８１８万２千円（３３．４％）の大幅な増となっていま

す。これは、緊急経済対策事業の小学２年生を対象とした学習補助支援のための雇用確

保及び烏山中学校体育館耐震化対策事業が新たに加わったことや、継続の烏山小学校体

育館改築工事及び各施設の整備費を計上したことによるものです。 
 

Ⅴ 性質別経費の状況 

人件費は、前年度と比べ３，４９２万１千円（１．４％）の減となっています。これ

は職員数の削減や、引き続き特別職給料の削減によるものです。 
物件費は、１億３，２９９万２千円（１２．１％）増の１２億３，４４０万９千円と

なっています。これは、緊急経済対策事業の雇用支援対策による賃金の増加及び各種委

託料の増によるものです。 
補助費等は、前年度と比べ４，６６３万２千円（２．２％）の増となっています。主

な要因は後期高齢者医療給付費負担金の増と広域行政負担金の減によるものです。 
普通建設事業費は、前年度と比べ４億６７９万６千円（３１．１％）増の１７億１，

  



４０１万５千円となっています。これは小・中学校体育館耐震化対策事業に本格的に着

手したことによるものです。 
公債費は、前年度と比べ８，６１４万８千円（５．３％）減の１５億２，７３５万２

千円となっています。これは公的資金の繰上げ償還金が大きく減額になったものです。 
繰出金は、前年度と比べ１，５０２万６千円（１．６％）減の９億６０３万９千円と

なっています。これは簡易水道特別会計及び水道事業への繰出金が減額したことによる

ものです。 
 

Ⅵ 重点及び新規事業等                       

                                ●は新規事業 
【重点事業】 
●１地域ＩＣＴ利活用モデル構築事業              ５０，７９２千円 
２烏山小学校体育館改築事業（耐震化対策・緊急経済対策）  ２７０，０００千円 

●３烏山中学校耐震化対策事業（体育館補強改修・緊急経済対策）２２３，７５７千円 
 ４合併特例債及び道整備交付金を活用した道路事業（１４路線）８０２，３２０千円 

５障がい者及び高齢者福祉タクシーの実施             ９，６４２千円 
６妊婦健診の拡充（５回→１４回まで無料・緊急経済対策）   １３，１４０千円 
７こども医療費助成事業（小学校修了前まで）          ５７，５５１千円 
８こんにちは赤ちゃん祝金支給事業（第２子以降２０万円支給） １５，００８千円 

●９新型インフルエンザ予防事業                   ２０千円 

10 奨学金給付事業（大学生まで・給付方式）           ３，６００千円 
11 英語コミュニケーション事業の推進（ALT７人配置）      ２９，８３５千円

●12 長者ケ平官衙遺跡保存事業                 ４，５４８千円 
●13 知名度アップ推進事業                   ２，８００千円 

14 都市農村交流事業                     ２，０３３千円 
15 定住促進奨励金                     ２５，０００千円 
16 企業立地奨励金                      ２５，０００千円 

 
【主要事業】 
●１ふるさと応援基金寄附事業                    ８９千円 
●２市有財産管理整備事業（ＪＲ烏山線小塙駅前整備・緊急経済対策）８，６５０千円 

３防犯施設整備事業                         ３００千円 
●４ホームページリニューアル事業                ７，９５９千円 
５新すくすく保育園運営事業                 ２５，２２４千円 
６各種医療費助成事業（自己負担１レセプト 500 円補助）   １１７，３１１千円 

（重度心身障害者、ひとり親家庭、妊産婦、こども医療費） 

  



7 特定不妊治療費助成の拡充（１５万円→２０万円・緊急経済対策） ３，０００千円 
８後期高齢者医療制度事業（人間ドック健診助成を含む）   ３３９，８４６千円 
９高齢者福祉の充実（敬老会、福祉年金等支給）        １７，２３８千円 
10 高齢者生きがい対策の充実（老人クラブ、福祉バス運行等）  ５，６０６千円 
11 浄化槽設置整備事業                    ５１，８７２千円 
12 簡易水道事業特別会計繰出金                 ２９，７３３千円 
13 水道事業会計繰出金                     ６８，９７３千円 
14 畜産基盤再編整備事業の推進                 １０，８５０千円 
15 農地振興事業                       １３，３４９千円 
16 県単独土地改良事業                     １６，０００千円 
17 農林水産特産物開発事業                     ６００千円 

●18 とちぎ食の回廊づくり推進事業                 ５００千円 
19 林道整備                         ２５，３８０千円 
20 県営圃場整備事業                       ８５５千円 
21 元気な森づくり事業(森林環境税交付事業)          １１，６１１千円 
22 全市花公園づくり事業                     ９２９千円 
23 まちづくり団体支援事業                   ７，２００千円 

●24 コミュニティ助成事業                   ９，０００千円 
25 まちづくり産学官連携事業                    ６２０千円 
26 新事業創出支援事業（産業物産展を含む）          ５，８１５千円 
27 商工振興資金貸付事業（緊急経済対策）          １０４，１５２千円 
28 ふれあいの道づくり事業                     ６，２００千円 

●29 住宅・建築物耐震改修等事業                １，１２５千円 
30 消防施設整備事業                     ２３，６５３千円 

●31 消防団支援団員制度の創設                    ３００千円 
●32 中学校統合事業の推進（烏山中・七合中統合）        ２，１５５千円 

33 サタデースクールの実施                   ５，４８５千円 
●34 文化財調査事業（烏山城跡確認調査費）           ８，１０７千円 

35 郷土教育の推進                           ９００千円 
36 行財政改革の計画的実行 

    
ⅶ その他 

１ 基金繰入金 
  ・財政調整基金        ４３０，０００千円 
  ・市有施設整備基金       ６０，０００千円 
  ・ふるさと応援基金          ８９０千円  

  



  ・富士見台工業団地整備管理基金    ５００千円 
       計         ４９１，３９０千円  
              
２ 財政調整基金残高（２１年度末見込）  ６８８，０００千円 
 
３ 市債 
  ・農道整備事業債        ６，７００千円 
  ・林道整備事業債       １１，３００千円（合併特例債） 
  ・市道整備事業債      ５１５，０００千円（合併特例債） 
  ・辺地対策事業債       ８０，０００千円（辺地債） 
  ・消防施設整備事業債     ３４，７００千円（合併特例債・施設整備事業債） 
  ・臨時財政対策債      ４５０，０００千円 
  ・公的資金借換債       ７０，４００千円 
  ・小学校施設整備事業債   ２３６，６００千円（合併特例債） 
  ・中学校施設整備事業債   １５０，８００千円（合併特例債） 
      計       １，５５５，５００千円（うち合併特例債 937,000 千円） 
 
４ ・一般会計市債残高（２１年度末見込）    １２，３２１，６３４千円 
    ・特別会計/企業会計市債残高(２１年度末見込)  ８，２８９，３７１千円 

計                 ２０，６１１，００５千円 
 

５ 特別会計繰出金 
  ・国民健康保険特別会計（事業勘定）     １４２，１１３千円 
  ・国民健康保険特別会計（診療施設勘定）    １３，７８６千円 
  ・老人保健特別会計               ３，３９８千円 
  ・後期高齢者医療特別会計           ７８，７５８千円 
  ・介護保険特別会計             ３１０，７３０千円 
  ・農業集落排水事業特別会計          ４７，３５５千円 
  ・下水道事業特別会計            ２１０，５７２千円 
  ・簡易水道事業特別会計            ２９，７３３千円 
  ・水道事業                  ６８，９７３千円 
      計                 ９０５，４１８千円 
 
６ 特別会計及び企業会計の概要 
（１） 国民健康保険特別会計（事業勘定） 
  ・予算額                 ３，３０５，２００千円（０．６％） 

  



  ・被保険者数       ９，９９８人（５，１９１世帯）（年平均見込み） 
  ・国民健康保険税              ９３５，７２９千円 
  ・保険給付費              ２，１５４，３７７千円 
  ・一般会計繰入金              １４２，１１３千円 
 
（２） 国民健康保険特別会計（診療施設勘定） 
  ・予算額                   ８６，０００千円（▲１３．０％） 
  ・診療収入                  ７１，７７３千円 
  ・総務費                   ４８，６５５千円 
  ・医業費                   ３４，１９４千円 
  ・一般会計繰入金               １３，７８６千円 

・市債残高（２１年度末見込）          ７，２７４千円 
 
（３） 熊田診療所特別会計 
  ・予算額                   ４６，０００千円（▲２２．２％） 
  ・診療収入                  ３６，６５４千円 

 ・総務費                   ３１，２３６千円 
  ・医業費                   １３，２１３千円 
  ・運営基金繰入金                ８，９３７千円 
 
（４） 老人保健特別会計 
  ・予算額                     ３，５００千円（▲９８．９％） 
  ・医療給付費等                 ２，０００千円 

・一般会計繰入金                 ３，３９８千円 
 
（５） 後期高齢者医療特別会計 
  ・予算額                 ２６６，１００千円（▲１２．７％） 
  ・被保険者数                 ４，７９４人 
  ・保険料                 １７４，２２８千円 
  ・広域連合納付金             ２４３，４９６千円 
  ・一般会計繰入金              ７８，７５８千円 
 
（６） 介護保険特別会計 
  ・予算額               ２，０４２，４００千円（４．１％） 
  ・認定者数                １，２５０人（平成２１年１月末） 

・保険料                 ３０９，６１７千円 

  



・保険給付費             １，９３７，２０９千円 
・地域支援事業費              ４２，８２０千円 
・一般会計繰入金             ３１０，７３０千円 

 
（７） 農業集落排水事業特別会計 
  ・予算額                  ６９，１００千円（２１．４％） 
  ・使用料                  １０，７４４千円 
  ・総務費                  ３５，３１４千円 
  ・一般会計繰入金              ４７，３５５千円 

・市債残高（２１年度末見込）       ３７２，５７５千円 
 
（８） 下水道事業特別会計 
  ・予算額                 ４３０，７００千円（６．３％） 
  ・下水道事業負担金             １４，２３６千円 
  ・使用料                  ３２，９９１千円 
  ・総務費                  ７９，３９０千円 
  ・事業費                 １６９，９６５千円 
  ・一般会計繰入金             ２１０，５７２千円 

・市債残高（２１年度末見込）     ２，７７１，４８０千円 
 
（９） 簡易水道事業特別会計 
  ・予算額               ２２４，６００千円（▲２８．４％）        

・水道収入                 ７７，１８７千円 
  ・総務費（維持費）             ４１，３６６千円 
  ・水道整備費                 １，０００千円 

・一般会計繰入金              ２９，７３３千円 
・市債残高（２１年度末見込）       ５２９，０９２千円 

 
（１０）水道事業 
  ・水道収入                ５６７，７６５千円 
  ・建設改良費                ３８，９８０千円 
  ・一般会計繰入金              ６８，９７３千円 
  ・企業債残高（２１年度末見込）    ４，６０８，９５０千円 
 

 
 

  



 
 

年度別市債発行予定額 
 

 
市債名 

 
平成 20 年度 

 
平成 21 年度 

・合併特例債 
  うち    林道事業 
        市道整備 
        消防の一部 
        向田保育園 
        小中学校 
 
・辺地対策事業債         
 
・臨時財政対策債       
   
・公的資金借換債        
   
・一般施設整備事業債    
 

7 05 ,8 0 0
8 , 5 0 0

5 29 ,5 0 0
34,800

1 33 ,0 0 0
   0

 
60,000

 
3 26 ,0 0 0

 
2 00 ,3 0 0

 
4 , 7 0 0

9 37 ,0 0 0
11,300

5 15 ,0 0 0
23,300

   0
387400

 
80,000

 
4 50 ,0 0 0

 
70,400

 
18,100

   合     計 1,296,800 1,555,500

 

  


